
～土地区画整理事業記念碑巡り～ 
 コロナ禍で、遠方へのお出かけもなかなかできない状況が続いています。そんな時だから

こそ、身近な地域をお散歩してみませんか？ 

 今回は、令和元年 11月に実施した「８公民館連携事業 きみつ新発見！」で取り上げた、

土地区画整理事業記念碑を紹介します。各地区で碑文の内容にも違いがあり、町の歴史の一

端に触れることができます。 

 なお、事業実施にあたっては、周西マップクラブが製作した「君津土地区画整理事業記念

碑ラリーマップ」を活用しました。ご厚意により、マップも掲載しますので、ぜひご活用く

ださい。 

 

【君津地区の土地区画整理事業の歴史】 

 昭和 35 年、君津町沿岸地帯の各漁業組合に対して漁業権譲渡の交渉が始まり、俄かに工

業化の声が高まりました。翌 36 年には、君津漁業協同組合と千葉県の間で漁業権譲渡につ

いて調印が行われました。この海には、八幡製鐵（現・日本製鐵）が進出することとなり、

従来、半農半漁であった君津町が変貌を遂げつつあることや、近い将来、人口の爆発的な増

加が予見されました。 

このことから、君津町は計画的都市づくり方針を固め、昭和 37 年に「都市計画区域」の

指定を受け、昭和 39年には「都市計画用途地域」の指定を、続いて昭和 40年には「都市計

画道路」の指定を受ける等、都市基盤作りの骨格をなす基盤固めに着手し、14地区で土地区

画整理事業が実施されました。 

 

【土地区画整理事業組合名と事業年度一覧表】 

 君津地区の土地区画整理事業のうち、君津中央公民館対象区域内では、４つの事業が行わ

れました。事業の完成を記念して、各地区に記念碑が建てられています。（記念碑のない地

区もあります。） 

 

 

 



【土地区画整理事業記念碑の紹介】 

（１）久保土地区画整理組合記念碑（場所：南久保 1‐13・郵便局前広場） 

君津郵便局の向かい側にあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中野土地区画整理組合記念碑（場所：中野 4‐1・君津駅南口広場） 

  君津駅南口ロータリー内にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）久保山土地区画整理組合記念碑（場所：陽光台 2-9・陽光台中央公園） 

  陽光台中央公園の中にあります。 

 


